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医療従事者標準数計算式
Ａ：１日平均入院患者数計　　　　　　　Ｂ：１日平均外来患者数計
Ｃ：診療科別１日平均入院患者数（歯科、矯正歯科、小児歯科、歯科口腔外科）
Ｄ：診療科別１日平均外来患者数（歯科、矯正歯科、小児歯科、歯科口腔外科）
Ｅ：診療科別１日平均外来患者数（耳鼻咽喉科、眼科、精神科）
Ｆ：診療科別１日平均外来患者数（外来リハビリテーション診療料１又は２の対象患者）
Ｈ：一般病床１日平均入院患者数　　　　Ｉ：療養病床１日平均入院患者数
Ｊ：精神病床１日平均入院患者数　　　　Ｋ：感染症病床１日平均入院患者数
Ｌ：結核病床１日平均入院患者数　　　　Ｍ：１日平均収容新生児数
Ｎ：外来患者の取扱処方せん数








１　医師
1 標準
　ア　療養病床が５０％以下の病院

 Ａ－Ｃ－Ｉ－Ｊ 　　  Ｉ＋Ｊ       Ｂ－Ｄ－Ｅ－Ｆ   　  Ｅ ＋
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　          １               ３              ２．５            ５
　
イ　療養病床が５０％を超える病院

 Ａ－Ｃ－Ｉ－Ｊ 　　  Ｉ＋Ｊ       Ｂ－Ｄ－Ｅ－Ｆ   　  Ｅ ＋
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　          １               ３              ２．５            ５
　
②　医大附属病院または病床１００床以上で内科・外科・産婦人科・眼科・耳鼻咽喉科を含む病院であって、精神病床を有する病院
　ア　療養病床が５０％以下の病院
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　イ　療養病床が５０％を超える病院

 Ａ－Ｃ－Ｉ 　　   Ｉ        Ｂ－Ｄ－Ｅ－Ｆ        Ｅ ＋
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③　特定機能病院

 Ａ－Ｃ 　　   Ｂ－Ｄ       ＋

　     １           　３          
　                                                                           

計算規則１　各      単位の計算結果は、小数点第２位以下を切り捨てる。
計算規則２　（　）の計算結果が、「０」以下の場合は（　）の計算結果を「０」とする。
＊Ｃ及びＤだけの場合、無条件に「０」とする。（Ａ－Ｃ及びＢ－Ｄが共に「０」の場合）

２　歯科医師
①　ＣまたはＤが共に「０」の場合　　    「０」
②  ＣまたはＤのみの場合       　　　   （Ｃ－５２）÷１６＋３＋（Ｄ÷２０）
③  ＣまたはＤ以外に患者数がある場合　　（Ｃ÷１６）＋（Ｄ÷２０）
④  特定機能病院　　　　　　　　　　　　（Ｃ÷８）＋（Ｄ÷２０）
計算規則１　各割り算の計算結果は、小数点第２位を切り捨てる。
計算規則２　「Ｃ＞０」または「Ｄ＞０」で、最終的な計算結果が「０」の場合「１」とする。
計算規則３        の計算結果が、「０」以下の場合は、      の計算結果を「０」とする。
計算規則４　最終的な計算結果は、小数点第１位を切り上げた整数値とする。

３　薬剤師
①　標準
       Ｉ＋Ｊ        Ａ－Ｉ－Ｊ        Ｎ             ＋
＋

       １５０           ７０       　 ７５

②　医大附属病院または病床１００床以上で内科・外科・産婦人科・眼科・耳鼻咽喉科を含む病院であって、精神病床を有する病院
   	 Ｉ         Ａ－Ｉ         Ｎ              ＋
＋

       １５０        ７０　　　　 ７５

③　特定機能病院　　　必要数：Ａ÷３０　　標準数：調剤数÷８０
計算規則１　各（　）単位の計算結果、及びその他の割り算の計算結果は、小数点第２位以下を切り捨てる。
計算規則２　最終結果は、小数点第１位を切り上げた整数値とする。
計算規則３　Ａ又は調剤数が「＞０」で、計算結果が「０」の場合「１」とする。

４　看護職員
①　標準

Ｉ　　   Ｊ＋Ｌ       Ｈ＋Ｋ＋Ｍ 　　  Ｂ－Ｆ ＋
＋
＋

　 ４※１      ４              ３             ３０
　
②　医大附属病院または病床１００床以上で内科・外科・産婦人科・眼科・耳鼻咽喉科を含む病院であって、精神病床を有する病院

Ｉ　　   Ｌ       Ａ－Ｉ－Ｌ＋Ｍ 　　   Ｂ－Ｆ ＋
＋
＋

　 ４※１    ４              ３             　 ３０

③　特定機能病院

 　 Ａ＋Ｍ       Ｂ ＋

　　　２　 　   ３０

計算規則１　各（　）単位の計算結果は小数点第１位を切り上げた整数値とする。
計算規則２　各（　）単位の計算結果が０で、分子が「＞０」の場合は、各（　）位の計算結果を１」とする。
計算規則３　歯科、矯正歯科、小児歯科または歯科口腔外科においてはその適当数を歯科衛生士とすることができる。
計算規則４　精神病床を有する病院（医大附属病院（特定機能病院及び精神病床のみを有する病院を除く）または病床１００床以上で内科・外科・産婦人科・眼科・耳鼻咽喉科を含む病院(特定機能病院を除く)）については、当分の間、（Ｊ／４）－（Ｊ／５）の数を看護補助者とすることができる。

５　助産師（産婦人科、産科の各１日平均入院患者の合計が「＞０」）　「１」

６　栄養士（病床数の合計が１００床以上の病院）　「１」

７　管理栄養士（特定機能病院）　「１」

８　看護補助者
    Ｉ÷４※１
計算規則１　各割り算の計算結果は、小数点第１位を切り上げて整数値となる。
計算規則２　各割り算の計算結果が「０」の場合で、分子のみの計算結果が「＞０」の場合は、計算結果を「１」とする。
療養病床を有する診療所

１　医師　「１」

２　看護職員及び看護補助者
　（１）Ｉ÷４ ※１
　　又は
　（２）Ｉ÷２ ※２（ただし、そのうち１人については看護師又は准看護師とする。）

計算規則　少数点第１位を切り上げて整数値となる。

※１　平成２４年３月末において、①介護療養型医療施設、②４：１を満たさない医療機関のいずれかに該当し、その旨を平成２４年６月末までに県に届け出たものについては、平成３０年３月末まで「６」とする。

※２　平成２４年３月末において、平成１３年改正省令附則の経過措置を満たさない診療所に該当し、その旨を平成２４年６月末までに県に届け出たものについては、平成３０年３月末まで「３」とする。
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